
令和４年度 学校報「東明」        ＊創立 50周年記念スローガン：はばたけ、50年のその先へ。～描き続ける東中の歴史～ 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 2022年の夏休みも終わり、いよいよ学習・スポーツ両面にお

ける充実期である前期後半に突入しました。今号では、７月か

ら夏休みにおける、東中生が成し遂げた数々の成果を紹介しま

す。 
 

■ 働くことの意義を実感した地域企業ガイダンス 
 ７月７日、本校を会場に「中学生向け地域企業ガイダンス」が行

われました。オープニングでは、秋田商工会議所青年部 沼谷純さ

んから「これからの秋田はおもしろい！チャンスだらけ。若者の発

想やチャレンジで、秋田の可能性はまだまだ計り知れない。」とい

うメッセージがあり、将来を思い描く東中生に大きなエールをい

ただきました。 

 ４人の先輩方によるインタビュートークに続いて、県内企業 31

社のブース訪問です。縦割り班で、それぞれ二つずつの企業の説明

を聞きました。どの企業の方々も、その道の専門家であり、お仕事

の魅力や苦労、やりがいなどを熱く語ってくださいました。その仕

事ならではのミニ体験も、働くことのイメージを膨らます貴重な

ものとなりました。 

 今回の企業ガイダンスは、来年度統合する潟西中との交流事業

の一環として行われました。活動の終わりには、両校の生徒が名刺

交換をしながら自己紹介をしました。今後は、１、２年生の授業を

中心に一層交流を深めていく予定です。 

 

■ 秋田県中学校総合体育大会で大いに健闘！ 
 野球、男女柔道、ラグビー、陸上が県大会へ出場しました。また、

７月に入り、屋外競技の応援規制が緩和されたことを受け、３年ぶ

りに野球とラグビーの応援態勢を組むことができました。声を出

しての応援は叶いませんでしたが、学校を上げて仲間の活躍を応

援できたことは素晴らしい機会となりました。県大会を経て、陸上

は東北大会、女子柔道、ラグビーは全国大会出場を決めました。 

 
■ 女子柔道 東北制覇！全国ベスト 16の快挙! 
 ８月３日～５日、山形県南陽市で行われた東北中学校体育大会

柔道大会において、女子団体及び女子個人二階級において堂々の

優勝を果たしました。３年林音芭さんと３年鎌田巴さんは、県大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

において優勝していたことで既に全国大会進出を決めていました

が、名実ともに東北の覇者として全国大会出場を果たしたことに

なります。 

 ８月 22日～25日、福島県須賀川市で開催された全国中学

校柔道大会においても、団体は予選トーナメントを通過しベ

スト 16 入り、個人でも林さんがベスト16の快挙を成し遂げ

ました。鎌田さんは善戦

したものの２回戦で敗退

しましたが、いずれも立

派な戦いぶりでした。本

校の歴史の 51 ページ目

に輝かしい記録が刻まれ

ることになりました。 
 
■ 美術部作品をイメージした花火 夜空を彩る！ 

 ８月 14 日の夜、男鹿日本海花火がＯＧＡマリンパークで３

年ぶりに開かれました。その中で、本校

美術部員が描いた「男鹿の風景と花火」

の絵からイメージした花火が打ち上げら

れました。男鹿の夜空を華やかに彩り、

大勢の観客の目と心を楽しませました。

イメージデザインとなった原画は「男鹿

日本海花火」のＨＰに掲載されています

ので、是非ご覧ください。 
 
■ 全国学力・学習状況調査で良好な結果でした。 
 ４月に３年生が臨んだ全国学力・学習状況調査の結果が７月

28日に公表されました。結果は、３教科共に全国平均を大きく

超えました。さらに、全国トップクラスの秋田県平均と比較し

ても、国語と理科は平均を越

え、数学は平均並みという、非

常に良好な結果でした。これ

から受験に向けて、３年生の

可能性はまだまだ計り知れな

いという証になりました。今

回の結果を今後の学習の励み

にし、希望する進路選択に向

かってほしいものです。 

 

 コロナの勢いが増す中にあっても、東中生はこの夏たくさん

の成果を残しました。これから本格的に実りの秋に向かいま

す。懸命に取り組むことで自分を伸ばし、実りの多い前期後半

になることを期待しています。       （文責 森山） 
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女子柔道全国ベスト 16 に輝く！  ３年全国学力・学習状況調査で好成績！ 

   


